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園庭の“８本桜”のつぼみが膨らみ始め、別れの季節を迎えました。 
 

「卒業・卒園を祝う会」で２名の園児の門出を祝いました。 

 

１３年間そして１５年間、本園での生活を終え調理師の夢を目指し専門学校へと歩みを始める２人に心からエー 

 

ルを送りたいと思います。 

 

今いる職員だけではなく、１５年間の歳月の中で関わってきた職員からバトンを受け継ぎ支援してきました。 

 

また、学校の先生方や友人、多くの皆さんの支えがあってこの日を迎えられたことを心から感謝いたします。 

 

最後になりますが、今年度も多くの皆さんの温かいご支援をいただきありがとうございました。心強いサポー 

 

トを励みとして、子どもたちの未来のために職員一同、頑張ってまいりますので今後ともかわらぬご指導、ご支 

 

援をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

園長 山田吉勝 



各ホームの振り返り 

 
 

ペガサスホーム 
ペガサスホームは自立を目的とし、『一人暮らしで困ることが減るよう、必要な経験を積む』を目標に１年間やってき

ました。 

子ども一人ひとりに差はありましたが、高校３年生は卒園・卒業が近付くにつれ、変化が見られ、１２月に実施したグリ

ーンホームでの１０日間宿泊体験を通し、一人暮らしで必要になってくる自炊、掃除は勿論、ゴミ出しのルール等も経験

し、社会に出る前段階としての経験は積むことができました。その中で見えた課題を今後の生活の目標とし、生活して

いってもらいたいです。 

この１年で、自立に向けての準備はどれだけやっても出てきます。その都度見つかる課題にいかに子どものやる気を

持たせられるかが支援のポイントになると痛感した１年でした。 

今年度の反省を活かして来年度良いスタートが切れるよう準備していこうと思います。 

一年間ありがとうございました。 

                                           グループ主任 渡辺   

   担当 白井徹 服部   

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スターホーム 
早いものでもう一年が経とうとしています。小学生２人、幼児１人の３人で始まりまし

たが、今では高校生１人、小学生３人、幼児１人、未就園児１人の６人のホームになりま

した。 

人数が増えてもホームの落ち着いた雰囲気は変わらず、各々が自分の過ごしやすいよう

に考えて生活しています。それぞれの個性、空間を大切にしながら自分のやりたいことに

取り組みやすいホームでした。 

来年度は中学生になる子が３人、小学生になる子が１人、幼稚園へ入る子が１人。みん

な環境ややるべきことが大きく変わります。ですが、それぞれが自分のペースで前に進ん

でいけるように環境を整え、充実した生活を送れるように支援を続けていきます。 

１年間ありがとうございました。来年度もよろしくお願いします。 

     グループ主任：白井雅   

     担当：磯村 星野 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カシオペアホーム 
 

 もうすぐこのメンバーで生活して 1年が経とうとしています。4月には、中学生 2

人、小学生 3人、幼稚園児 1人でスタートしましたが、8月に小学生 1人が卒園し半年

は 5人での生活になりました。 

 4月にホームの子どもたちと相談してホームの目標『自分たちのことは自分たちで決

める』と掲げ、旅行や外出先、ホームのルールなどを話し合って決める習慣が身に着き

ました。特に旅行の行き先は中学生 2人が主となりホームの誰もが楽しめる行き先を頭

を悩ませながら考えている微笑ましい姿もありました。 

 また、中学生 2人は今年度から自分たちの意志で塾に行きたいと言い、勉強に対して

も前向きな姿を見せ、小学生たちに良い影響を与えてくれました。 

 来年度も子どもたちが自立に向けて頑張れるホームにしていきたいと思います。 

 

グループ主任：原田    

ホーム担当：彦坂、澤田 

 

シリウスホーム 
 

早い物で、もう一年が終わろうとしています。シリウスホームの一年を振り返ると、

夏にキャンプ旅行へ行き皆で楽しめた事が大きな喜びであり、ホームとしてのまとま

りが見られた時間でもありました。一年を通して最年長の高校生が寮生活をしながら、

野球に打ち込んでおり、それを皆で応援できたのではないかと思っています。年長児

が年少児の面倒をよく見てくれていました。 

 一緒に生活をする中で、どんなことでも頑張る姿から成長を感じることができまし

た。 

 一年間ありがとうございました。来年度も暖かなご支援をよろしくお願いします。 

 

グループ主任：原田   

ホーム担当：原田、林 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オーロラホーム 

 

分園型小規模グループケア棟での生活がスタートし、 

新しい環境で 1年間を過ごしてきました。 

初めは環境の変化に戸惑いながらも 

子どもたちは元気いっぱいに成長する姿を沢山みせてくれました。 

 

今年度初めに『笑顔いっぱいのホームにしたい』と目標を掲げ、 

一つの取り組みとして子どもたちからリクエストのあった 

大阪観光・ユニバーサルスタジオジャパンへの旅行に行きました。 

子どもたちにとっても職員にとってもとても良い思い出ができたように感じます。 

 

来年も子どもたちが笑顔いっぱいに過ごせるようにサポートしていきたいと思います。 

１年間ありがとうございました。 

グループ主任：渡辺     

ホーム担当：杉浦・西堀 

 

ミカヅキホーム 

 今年度は 4名でスタートし、2月に 1名乳児院から入所、そして 2月末に 1名家庭引き

取りと年度末に掛けてホームの雰囲気がかわっていきました。 

今年度はこれまでのミカヅキホームに比べホーム児童数が少なく、年度初めに掲げた目

標通りたくさんお出掛けをし、たくさんのことを経験し、たくさんの思い出を作ることが出来ま

した。またホーム全体だけでなく 1対 1の時間も確保することができ、これまで以上に親身

に子どもと関わることができました。 

来年度も今年度同様にたくさんお出掛けをして、たくさんの楽しい思い出を作っていけるよ

うみんなで力を合わせて頑張っていきたいと思います。 

1年間本当にありがとうございました。 

グループ主任：白井雅     

担当：表、久永、木俣 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

スピカホーム 
 

４月から新メンバーになり、高校生２人、小学生３人でおくる地

域での生活もあっという間に１年が過ぎました。 

１年の中でそれぞれ違った成長を見せてくれましたが、特に３月

で卒園になる高３の女の子が自立に向け大きく成長してくれたと感

じています。 

 来年度は生活環境が大きく変わる子もいるのでしっかりとサポー

トが出来るように頑張りたいと思います。 

１年間ありがとうございました。 

担当：生田・田中 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

何をお願いしてる

のかな？ 

がんばって走

ったね♪ 

卒園・卒業 

おめでとう！ 


